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「
水
の
地
域
政
府
」

の
よ
う
な
も
の

子
供
向
け
の
オ
ラ
ン
ダ
地
理
絵
本
に

『H
olland

C
om

pass

』
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
目
次
を
見
る
と
「
土
地
形
成

の
歴
史
」「
ポ
ン
プ
機
械
」「
敵
と
し
て

の
水
」「
水
利
工
学
」「
輸
送
手
段
と
し

て
の
水
」「
食
料
資
源
と
し
て
の
水
」

な
ど
、
さ
な
が
ら
「
オ
ラ
ン
ダ
版
水
の

文
化
テ
キ
ス
ト
」
な
の
だ
が
、
そ
の
中

に
「
水
管
理
」
に
一
章
が
割
か
れ
て
い

る
。
内
容
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
カ
ッ
プ

（w
atersch

ap

）
の
仕
事
の
紹
介
だ
。

英
語
で
はw

ater
board

と
表
記
す
る

が
、
ど
う
も
日
本
語
に
は
適
訳
が
な
い
。

と
り
あ
え
ず
「
水
管
理
委
員
会
」
と
訳

す
が
、
そ
こ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
オ
ラ
ン
ダ
の
水
管
理
は
運
輸
水
利
省
、

地
域
政
府
と
水
管
理
委
員
会
が
責
任
を

持
っ
て
い
ま
す
。
水
管
理
委
員
会
は
、

地
域
レ
ベ
ル
で
、
水
管
理
、
水
防
、
水

質
、
沈
泥
と
汚
染
の
防
止
、
交
通
路
と

し
て
の
水
路
を
扱
っ
て
い
ま
す
」

つ
ま
り
、
日
本
の
土
地
改
良
区
の
よ

う
に
、
用
排
水
施
設
に
資
金
を
提
供
し

使
用
権
を
得
る
者
だ
け
か
ら
成
る
組
合

で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る

全
員
が
水
管
理
委
員
と
関
係
し
、
自
治

的
に
地
域
の
水
全
体
を
管
理
す
る
組
織

が
水
管
理
委
員
会
だ
。
そ
の
証
拠
に
、

水
管
理
委
員
会
は
水
に
関
す
る
徴
税
権

を
持
ち
、
役
員
メ
ン
バ
ー
は
投
票
で
選

ば
れ
る
。
ま
さ
に
、「
水
の
地
域
政
府
」

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
土
地
は
ポ
ル
ダ
ー
の
集

合
体
で
あ
る
。
ポ
ル
ダ
ー
は
堤
防
と
水

路
で
囲
ま
れ
た
干
拓
地
だ
が
、
こ
の
堤

防
の
メ
ン
テ
ン
ナ
ス
や
水
路
の
水
位
は

重
要
な
管
理
項
目
だ
。
泥
炭
地
で
排
水

さ
れ
た
水
は
、
水
車
や
ポ
ン
プ
で
よ
り

高
い
所
に
あ
る
水
路
に
、
順
次
汲
み
上

げ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

は
海
に
つ
な
が
る
場
所
が
一
番
高
い
水

路
と
な
っ
て
い
て
、
大
規
模
な
排
水
機

場
が
あ
り
膨
大
な
水
が
排
出
さ
れ
て
い

る
。こ

の
一
連
の
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
い

か
な
け
れ
ば
、
土
地
は
す
ぐ
に
水
で
あ

ふ
れ
て
し
ま
う
だ
け
に
、
水
管
理
の
仕

事
と
責
任
は
重
大
だ
。
そ
れ
を
、
国
で

は
な
く
、
地
域
の
委
員
会
が
主
導
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
地
域
の

水
管
理
に
横
断
的
に
責
任
を
持
っ
た
地

域
組
織
は
存
在
し
な
い
。
水
管
理
委
員

会
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
組
織

な
の
だ
ろ
う
か
？

管
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

水
の
流
れ

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
水
管
理
委
員
会
の
広

報
官
、
ホ
エ
ク
さ
ん
は
言
う
。

「
わ
が
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ズ
カ
ッ
プ
は
12
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
オ

ラ
ン
ダ
で
一
番
古
い
水
委
員
会
で
す
。

市
民
が
つ
く
っ
た
団
体
と
し
て
も
、
お

水管理委員会の仕事

水の地域政府

ラインラント水管理委員会
ホエクさん
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そ
ら
く
世
界
で
一
番
長
い
歴
史
が
あ
る

で
し
ょ
う
」

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
水
委
員
会
は
、
北
ホ

ラ
ン
ト
州
と
南
ホ
ラ
ン
ト
州
を
ま
た
ぎ
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
一
部
か
ら
、
ワ
ッ

セ
ナ
ー
、
ラ
イ
デ
ン
、
ム
イ
デ
ン
、
ゴ

ー
ダ
な
ど
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
広
さ

は
１
１
０
０
平
方
㎞
。
人
口
は
１
３
０

０
万
人
だ
。
こ
の
地
域
の
中
に
は
２
０

０
の
ポ
ル
ダ
ー
の
ほ
か
、
多
く
の
湖
、

川
、
運
河
が
存
在
し
、
西
側
は
北
海
に

面
し
て
い
る
。

「
水
位
の
調
整
に
は
神
経
を
使
い
ま
す
。

運
河
や
湖
、
水
路
と
い
っ
た
す
べ
て
の

水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
現
在

は
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
60
㎝
の
水
位
を
保
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
球
根
栽
培
が
盛

ん
な
地
域
で
、
水
位
が
２
㎝
高
け
れ
ば

球
根
は
腐
り
、
２
㎝
低
け
れ
ば
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
微
妙
な
調
整

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
か
ら
、
雨
が
降
っ

た
ら
大
変
で
す
。
１
㎜
の
雨
が
降
る
と
、

１
０
０
万
ｔ
の
水
が
増
え
ま
す
か
ら
、

水
位
を
保
つ
た
め
に
、
４
カ
所
の
排
水

機
場
か
ら
排
水
し
ま
す
」

こ
こ
で
も
、
地
下
水
位
は
大
き
な
関

心
事
だ
。
地
下
水
位
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
、
水
路
の
水
位
調
整
の
大
き
な
目
的

で
も
あ
る
。
こ
の
感
覚
は
、
日
本
で
は

あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
秋
田
の

八
郎
潟
干
拓
で
も
も
ち
ろ
ん
排
水
に
は

気
を
使
っ
て
い
る
が
、
稲
作
を
主
と
し

て
い
る
た
め
か
、
地
下
水
ま
で
含
め
た

厳
密
な
水
位
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

「
オ
ラ
ン
ダ
で
は
朝
か
ら
晩
ま
で
雨
が

降
り
続
く
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
雨
は
主
に
、
夏
か
ら
秋
に
降
り

ま
す
が
、
春
か
ら
夏
は
あ
ま
り
降
ら
な

い
た
め
、
逆
に
水
分
が
蒸
発
し
て
水
路

の
水
位
は
下
が
り
ま
す
」

水
路
の
水
位
が
下
が
れ
ば
、
地
下
水

位
も
下
が
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
建
国
以
来

建
造
物
の
基
礎
に
木
の
杭
を
打
っ
て
地

盤
を
強
固
に
し
て
き
た
が
、
水
位
が
下

が
る
と
木
の
杭
も
腐
っ
て
し
ま
う
そ
う

だ
。
そ
ん
な
こ
と
も
、
水
位
を
一
定
に

保
た
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ

る
。

地
域
水
政
府
と
し
て
の

水
管
理
委
員
会

１
８
５
０
年
（
嘉
永
３
）
に
は
、
オ
ラ

ン
ダ
国
内
に
約
３
５
０
０
の
水
管
理
委

員
会
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

統
廃
合
を
繰
り
返
し
、
２
０
０
０
年

（
平
成
12
）
に
は
57
、
さ
ら
に
２
０
０
２

年
（
平
成
14
）
に
は
45
に
集
約
さ
れ
て
い

る
。
統
合
後
の
水
管
理
委
員
会
は
、

「
連
合
水
管
理
委
員
会
」
と
か
「
ポ
ル

ダ
ー
委
員
会
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

水
管
理
委
員
会
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

地
元
の
行
政
府
と
は
独
立
し
て
い
る
こ

と
。
自
ら
、
市
民
が
守
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
規
制
を
つ
く
り
、
税
金
を
賦
課

し
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、

地
域
の
水
管
理
だ
け
に
専
念
す
る
組
織

写真上：ラインラント水管理委員会の管轄するカットヴィークの
排水機場（右建物）。ラインラントのポルダーの水は、ここから絶
えず北海に向けて排水される。

写真下：排水機場の建物の裏側と、内陸側を管制するポンプのオ
ペレーター。

右図：オランダの田園
風景には、風車が何台
も連携して、高い水路
へ水を排出する仕組み
がある。
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で
あ
る
。

任
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
、

１．

水
コ
ン
ト
ロ
ー
ル：

堰
や
運
河
や

砂
丘
を
使
っ
て
洪
水
を
防
御
す
る
。

２．

水
管
理：

水
量
の
総
量
管
理
や
、

適
正
水
位
を
維
持
す
る
。
あ
る
い

は
表
流
水
の
水
質
を
改
善
す
る
。

３．

内
陸
部
の
水
路
や
道
路
の
管
理
を

行
な
う
、
等
。

た
だ
し
、
飲
料
水
は
水
管
理
委
員
会

の
範
疇
外
で
、
水
道
会
社
が
行
な
う
。

水
道
会
社
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
す
べ

て
国
営
で
あ
る
。
ま
た
、
広
域
の
地
下

水
は
自
治
体
が
管
轄
す
る
。

と
は
い
え
、
水
は
表
流
水
も
地
下
水

も
一
環
し
た
存
在
だ
。
し
た
が
っ
て
、

統
合
的
な
水
管
理
を
行
な
う
た
め
に
は
、

環
境
管
理
、
地
域
計
画
、
自
然
保
全
と

い
っ
た
総
合
的
な
視
野
で
臨
む
こ
と
が

要
求
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
水
管
理
委

員
会
は
市
や
州
や
農
業
者
や
自
然
保
全

組
織
等
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
田
園
地
域
と
都
市
の
両
方
で

活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま

り
水
管
理
委
員
会
は
、
水
循
環
に
応
じ

た
、
自
治
政
府
の
よ
う
な
組
織
な
の
で

あ
る
。

水
管
理
委
員
会
で
は
、
水
循
環
を
、

「
飲
料
水
の
生
産
と
供
給
、
排
水
路
を

通
し
た
余
剰
水
の
集
水
と
移
動
、
そ
し

て
排
水
の
浄
化
」
と
定
義
し
て
い
る
。

事
業
コ
ス
ト
は
年
間
２
５
０
０
万
ユ

ー
ロ
（
２
０
０
５
年
〈
平
成
17
〉
１
月
現

在
、
１
ユ
ー
ロ：

１
４
０
円
55
銭
）。

サスティナブルな都市

実験都市ニューランド

世界初の円形サスティナブル・シティ

ユトレヒトの西にアメルスフォルトという町がある。こ

の郊外につくられたニュータウンが「ニューランド」と呼

ばれるサスティナブル都市だ。

アメルスフォルト市の広報のヴィエタさんは「この計画

の発端は、持続的発展という概念を打ち出した1986年（昭

和61）のブルントラントレポートです。住宅の基準耐用年

数は50年に見積もられていますが、私たちは持続可能な建

築とは、建築そのものだけではなく、町全体が持続性を持

っていなければならないと考えています。いくつかの家に

ソーラーパネルや風車をつけたからといって、その町が持

続的存在とは言えません。一番の基本は柔軟性にあると思

います」

ニューランドの水循環と道路

「この町の水処理はクローズドシステムとなっており、中

で発生した水は中で処理します。ですから外側の農家から

汚染された水がやってくることはありません。雨水は中央

部にある池に溜まるようになっており、そこに公園をつく

りました。溜池のようなものですが、島をつくり、草を植

え、自然の浄化作用を期待しています。オランダの目下の

問題は地下水位がどんどん下がっていくことにあります。

ですから、できるだけ雨水は溜めるようにしているのです。

この溜池の水は汚染されていないので人工的に浄化する必

要はありません。水を浄化するためにエネルギーを使うこ

とは、持続的なやり方とはいえないと考えています」

さらに特徴的なのは、この町の交通計画だ。町は円形状

につくられ、外周道路と中心から伸びる放射道路の組み合

わせで街区が構成されている。

「車をできるだけ使わないということにも意識を配りまし

た。直線道路は一番スピードが遅い歩行者や自転車専用に

し、自動車は環状線しか走れません。住民が必要な施設、

すなわち教会、スポーツホール、学校、病院、ショッピン

グセンター、文化センターは中心部に集まっています。こ

こには、車で行くよりも徒歩や自転車で行ったほうが早く

なるように、道路を設計しているわけです」

確かに、この町の中心部に車でたどり着くためには、

右のイラストは、もとも
との地形、高低差や水路
を示している。緩やかに
カーブを描く道路は環状
線、直線道路は環状線を
つなぐもので、自動車は
環状線しか走れない。環
境に配慮して設置された
太陽光パネルに関しても、
建築デザインや耐久性を
考えて、期ごとに設置方
法が進歩している、とヴ
ィエタさんは教えてくれ
た。計画通りにいかない
現実に、柔軟に立ち向か
うオランダ人らしいエピ
ソードだ。

人工的につくられた町でも、もとからあった水辺が生
かされている。
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こ
れ
を
、
農
民
、
住
宅
保
持
者
、
市
民

全
員
が
負
担
す
る
。
農
民
な
ら
ば
土
地

の
大
き
さ
に
よ
り
、
１
ha
当
た
り
45
ユ

ー
ロ
。
住
宅
保
持
者
は
家
の
ラ
ン
ク
に

よ
る
が
、
年
間
19
ユ
ー
ロ
。
市
民
は
一

人
年
間
16
・
５
ユ
ー
ロ
。
市
民
で
住
宅

保
有
者
は
ダ
ブ
ル
で
払
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
水
質
保
全
に
は
、
年
間
７
５

０
０
万
ユ
ー
ロ
か
か
る
そ
う
で
、
１
世

帯
に
つ
き
年
間
１
２
０
ユ
ー
ロ
。
さ
ら

に
工
場
も
ラ
ン
ク
別
に
支
払
っ
て
い
る
。

政
府
か
ら
は
一
切
資
金
を
受
け
ず
に
独

立
し
て
お
り
、
役
員
は
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
。

投
票
は
手
紙
で
も
電
話
で
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

初
め
の
こ
ろ
は
市
民
に
は
投
票
権
が
な

く
、
農
民
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、

市
民
に
も
当
事
者
と
し
て
投
票
権
が
与

え
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
の

投
票
権
も
一
人
１
票
で
は
な
い
。
農
業

に
従
事
し
都
市
に
居
住
す
る
市
民
で
あ

る
場
合
は
２
票
の
投
票
権
を
持
つ
。
つ

ま
り
、
そ
の
人
の
立
場
に
よ
っ
て
投
票

権
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深

い
。ウ

ォ
ー
タ
ー
ズ
カ
ッ
プ
は
オ
ラ
ン
ダ

政
府
が
で
き
る
よ
り
先
に
あ
っ
た
、
と

言
わ
れ
る
と
お
り
、
ま
さ
に
民
主
主
義

の
原
型
が
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

延々と町の外周を回らなくてはならない。

「例えば、200〜300m先のショッピングに行ったり、子供

を迎えに行くのに、車をちょこちょこと動かすことが、一

番環境に悪影響を与えます。これをなくそうとしました」

住宅計画

ニューランドが世界的に有名になったのは、住宅屋根に

ソーラーパネルがつけられ、電気を自前でまかなおうとし

た「メガワット・プロジェクト」による。現在、500軒の

家や道路に、面積にすると１万2000㎡のソーラーパネルが

つけられている。これは、300家族が１年間に必要とする

電力をまかなう能力を持っている。

ソーラー住宅パネルというと、問題になるのは太陽光の

方向である。概ね８割は南に面しているとはいえ、家によ

って発電効率は当然のことながら差が出る。そこで、ソー

ラーパネルの維持管理は、エネルギー供給会社が行なうこ

ととし、公共の場にもソーラーパネルを設置して、地区全

体のエネルギー効率が増すような仕組みをつくっている。

現在のニューランドの人口は約１万5000人、世帯数は

5200戸。1995年（平成7）から2002年（平成14）にかけて、

年間1000人ずつ入居者を増やし、現在入居率100％だそう

だ。居住者の平均年齢は35〜45歳程度。オランダでは、新

たに住宅開発をしなくてはならない場合、最低賃金者のた

めの住宅（ソーシャルハウジング）を40％用意することに

なっている。

ニュータウン開発時には、コミュニティをつくるのにも

時間をかけた。「地域には、いろいろなスポーツクラブ、ブ

リッジクラブ、テニスクラブなどがあります。オランダの

クラブ活動は、学校よりも地域での活動が活発です」

ニューランドでは雨水利用、地熱利用、ソーラーパネル、

温水パネル、高断熱などを駆使して、エネルギー０住宅を

模索中だ。35％のエネルギーが保持できれば可能な話だそ

うだが、現状ではロスが出て15％までしか活用できていな

いという。

ソーラーパネルに限っていえば、開発にはシェル石油が

大きなウェイトを占めている。パネル自体のコスト、メン

テナンスにかかる維持費を考えると、シェルからの援助が

あるから実現できたことではないかとも思われるほど。

こうした意味からも、この大規模社会実験は、今後も長

い視野で見守っていかなければ確かな評価はできないだろ

う。

アメルスフォルト市広報 ヴィエタさん
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水
管
理
委
員
会
の
役
員

そ
れ
で
は
水
管
理
委
員
会
の
役
員
に

は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
な
っ
て
い
る
の

か
。ユ

ト
レ
ヒ
ト
郊
外
で
酪
農
を
営
ん
で

い
る
ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
は
、
１
２
０
ha
の

土
地
を
持
ち
、
１
６
０
頭
の
乳
牛
を
飼

っ
て
い
る
。
こ
の
農
場
は
奥
さ
ん
と
息

子
さ
ん
の
３
人
で
営
ん
で
い
る
。
ビ
ッ

カ
ー
さ
ん
は
西
オ
ラ
ン
ダ
農
業
組
合
委

員
を
し
て
い
る
他
に
、
地
元
の
ホ
ー
フ

ヘ
ー
ム
ラ
ー
ド
水
管
理
委
員
会
の
役
員

も
し
て
い
る
。
農
民
を
代
表
し
て
立
候

補
し
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
て
役
員
に
な

っ
た
と
い
う
が
、
水
管
理
委
員
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
水
管
理
委
員
会
の
仕
事
は
水
量
と
水

質
の
管
理
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
土
地

は
、
で
き
て
か
ら
約
７
０
０
年
経
っ
て

い
ま
す
。
地
表
30
㎝
が
粘
土
層
で
そ
の

下
が
泥
炭
層
で
す
か
ら
、
地
下
水
が
50

㎝
か
ら
60
㎝
ほ
ど
で
な
い
と
農
業
が
で

き
ま
せ
ん
。
地
下
水
を
高
く
す
る
と
、

機
械
が
通
れ
な
い
、
良
質
の
牧
草
が
生

え
な
い
、
牛
の
足
が
濡
れ
る
と
い
っ
た

弊
害
が
起
こ
り
ま
す
。
現
在
は
50
㎝
で

調
整
し
て
い
ま
す
が
、
水
管
理
委
員
会

で
は
こ
の
地
下
水
の
高
さ
を
議
論
し
て

い
ま
す
。
こ
の
点
が
、
一
番
政
治
的
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
ポ
ル
ダ
ー
は
１

６
０
０
ha
あ
り
ま
す
が
、
10
年
に
一
度
、

地
下
水
の
高
さ
を
政
府
と
調
整
し
て
決

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

こ
こ
で
も
、
地
下
水
位
は
大
き
な
問

題
だ
。
さ
ら
に
、
水
質
面
に
つ
い
て
も
、

「
肥
料
が
混
じ
っ
た
水
は
雨
と
と
も
に

全
部
排
水
口
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
う
ち

で
は
排
水
が
外
に
流
れ
出
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
排
水
基
準

は
今
で
も
大
変
厳
し
い
の
で
す
が
、
Ｅ

Ｕ
の
中
で
一
番
厳
し
い
基
準
に
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
」

と
話
す
。

役
員
と
し
て
、
今
ま
で
で
一
番
苦
労

し
た
の
は
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
の

洪
水
の
と
き
だ
と
い
う
。

「
川
の
水
位
が
も
の
す
ご
く
上
昇
し
ま

し
た
。
周
囲
は
み
ん
な
あ
ふ
れ
出
て
洪

水
に
。
さ
ら
に
増
水
す
れ
ば
堤
防
を
壊

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
壊
す
べ
き

か
ど
う
か
、
あ
の
と
き
は
本
当
に
困
り

ま
し
た
。
壊
す
と
な
れ
ば
、
何
十
万
と

い
う
人
と
家
畜
を
移
動
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
金
も
か
か
る
し
、
リ
ス
ク
も

大
き
い
。
し
か
し
よ
り
大
き
な
被
害
を

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
決
断
を

我
々
が
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。
結
局
そ
れ
以
上
増
水
せ
ず
、
堤

防
は
壊
さ
な
く
て
済
ん
だ
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
」

お
題
目
だ
け
の
役
員
で
は
な
く
、
重

い
責
任
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ
。
農
家

は
土
地
と
密
着
し
た
暮
ら
し
を
お
く
っ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
リ
ア
リ
テ

ィ
は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
現
在
、
役
員

と
し
て
ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
は
、
問
題
に
感

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
こ
こ
を
自
然
保
全
地
域
に
戻
そ
う
と

い
う
動
き
が
あ
り
、
環
境
団
体
と
協
議

し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
地
域
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」

ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
33
歳
に
な
る
息
子

も
語
り
始
め
た
。

「
環
境
団
体
に
対
す
る
考
え
方
は
、
私

ビッカーさん親子と彼らの農場。
毎朝、毎晩2時間ずつかけて搾乳
したミルクは、1万5000Rのタン
クに貯蔵され、3日に1回出荷され
る。
15km離れた所には25haの耕作地が
あって、トウモロコシと小麦を作
っているそうだ。この辺りの平均
からすると大規模だが、奥さんの
ヤンさんと息子のヤコさんの３人
でやりくりしている。父のリッタ
さんは西オランダ農業組合の理事
と水管理委員会の役員でもある。

斜めに立っているのは、
雨量計だ。
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も
父
も
同
じ
で
す
。
彼
ら
と
は
何
回
も

話
し
合
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
15
年
も

昔
の
自
然
地
域
に
戻
そ
う
と
言
い
ま
す
。

で
も
我
々
は
、
こ
こ
が
今
も
充
分
自
然

の
状
態
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に

つ
い
て
の
考
え
方
が
、
我
々
と
環
境
団

体
と
で
は
違
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

合
意
形
成
は
話
し
合
い
、
と
言
い
な

が
ら
も
、
そ
こ
に
共
通
の
言
語
が
な
い

と
対
話
が
成
立
し
な
い
。
互
い
の
違
い

を
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
お
ぶ
つ
か
り

合
う
利
害
と
思
惑
を
、
多
様
な
シ
ナ
リ

オ
を
つ
く
り
な
が
ら
調
整
す
る
オ
ラ
ン

ダ
モ
デ
ル
。
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
人

の
姿
を
「
積
極
的
妥
協
の
上
手
さ
」
と

表
現
し
た
人
も
い
る
し
、「
国
民
一
人

ひ
と
り
が
水
と
闘
っ
て
い
る
か
ら
意
見

調
整
が
し
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
単
に
足
し
て
二
で
割
っ
た

り
、
互
い
が
得
を
す
る
よ
う
な
「
利
害

調
整
」
だ
け
が
合
意
形
成
で
は
な
い
。

ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
は
、
話
の
つ
い
で
に

出
た
デ
ル
タ
計
画
に
つ
い
て
「
ハ
リ
ン

グ
フ
リ
ー
ト
堰
は
多
分
開
く
で
し
ょ
う
。

私
は
反
対
の
立
場
で
す
が
、
自
然
も
大

切
で
す
し
。
淡
水
を
ど
こ
ま
で
キ
ー
プ

し
、
塩
害
を
ど
の
程
度
防
げ
る
の
か
見

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
言
う
。

こ
う
し
た
言
葉
の
裏
に
は
、
計
画
、

調
整
、
試
験
実
施
、
本
格
実
施
、
監
視
、

変
更
、
と
い
う
合
意
形
成
の
た
め
の
プ

ロ
セ
ス
へ
の
信
頼
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
反
す
る

意
見
を
代
表
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
意
見
を
反
映
す
る
場
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
社
会
と
し
て
の
合
意
形
成
の

プ
ロ
セ
ス
も
信
頼
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
財
産
を
子
供
に

無
償
で
譲
る
こ
と
は
稀
で
、
親
の
生
前

に
売
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。
会
社
を
経

営
し
て
い
れ
ば
株
を
売
る
し
、
オ
ラ
ン

ダ
で
は
相
続
す
る
農
地
の
半
額
ま
で
は

税
金
が
か
か
ら
な
い
か
ら
、
農
家
も
土

地
を
子
供
に
売
る
場
合
が
多
い
。
も
ち

ろ
ん
安
く
は
す
る
が
ね
。
こ
こ
の
ポ
ル

ダ
ー
の
平
均
は
１
１
０
ha
の
農
地
で
牛

45
頭
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
集
約
的
農
業

の
ほ
う
が
、
効
率
が
よ
く
大
き
な
利
益

が
得
ら
れ
る
か
ら
、
農
家
の
規
模
は
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
」

と
、
オ
ラ
ン
ダ
農
家
が
集
約
化
し
て

い
く
理
由
の
一
端
を
話
し
て
く
れ
た
。

ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
自
身
も
少
し
ず
つ
息
子

に
任
せ
て
、
新
し
く
建
て
る
新
居
に
移

り
、
母
家
は
息
子
に
明
け
渡
す
予
定
だ
。

離
農
者
は
年
間
３
％
か
ら
４
％
と
い
う

こ
と
で
、
農
業
従
事
者
の
豊
か
さ
が
底

支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

酪
農
は
生
き
た
動
物
相
手
だ
け
に
、
大

変
な
重
労
働
だ
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
余

り
あ
る
見
返
り
が
得
ら
れ
る
の
だ
。

「
バ
カ
ン
ス
に
だ
っ
て
、
毎
年
行
く
の

よ
」と

ビ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
言
う

の
で
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
牛
を
飼

っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
や
っ
て
家
を
空

け
る
の
か
と
聞
く
と
、
農
作
業
を
請
け

負
う
下
請
け
会
社
が
存
在
す
る
と
い
う
。

「
バ
カ
ン
ス
で
お
金
を
使
う
上
に
、
代

わ
り
の
人
に
お
金
を
払
う
か
ら
、
二
重

の
出
費
。
で
も
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
は
、人
生
で
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
」

前
向
き
に
生
き
る
オ
ラ
ン
ダ
の
農
家

の
在
り
方
が
、
垣
間
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
っ
た
。

理事長

ホーフヘームラード水管理委員会組織図
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